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消防業務システムの標準化・クラウド活用に関する検討状況

○ 消防本部やベンダー各社等の意見を踏まえ、消防業務システムの標準仕様書等を作成した。
今後は、帳票要件等の標準仕様検討を継続するとともに、消防本部における調達時等の支援文書を作成する。

○ 消防業務システムの標準化・クラウド活用によるコスト削減効果を作成し、８月末に消防本部に向けて公開した。

○ 消防業務システムをクラウド環境に構築するに当たっての課題等を検証するため、９月より実証事業を開始した。
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検討事項 第9回会合での協議内容（一部抜粋） 本資料記載頁現在の検討内容

１ 消防業務システム
の標準仕様書作成

• 関係者意見等を踏まえた標準仕様
書素案の更新

• 調達仕様書ひな形の作成準備

• 消防業務システム標準仕様書群の概要及
び利用イメージを説明

• 機能要件の精緻化の方針・手段（消防本部
向けアンケート調査）を説明

P.４-P.９

２ コスト分析

• ベンダー各社の試算を踏まえたコス
ト削減効果を分析

• 参考資料10－3のとおり、コスト分析
結果を消防本部に公開

• 標準化・クラウド活用によるコスト削減のた
めの前提・条件を説明

（参考資料10－3 ）

３ ネットワーク検討
• 消防本部-クラウド間のネットワーク

要件および回線候補を整理
－ P.10-P.12

４ 実証事業の実施
• クラウド実証の実施計画を作成

• 実証環境の整備

• 実証事業の方針・検証観点・スコープ等を
説明

P.13-P.14



消防業務システム標準仕様書群の概要①
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資料名称 資料概要 形式・構成（想定） 公開予定時期

①
標準仕様書
【第１版】

PDF資料/
Excel資料 等
（別紙あり）

令和５年10月

②
解説文書（消防本部向け）

【第１版】

上記資料①に関する読み方や、
クラウド活用方針を解説したもの

③
解説文書（事業者向け）

上記資料①に関して、
構築時の準拠事項を解説したもの

標準化対象範囲を規定
各要件の実装方針等を規定

• 機能要件
各業務を行うために必要な機能及
び機能毎の実装区分を規定

• 帳票要件
業務を行う上で必要となる帳票の
範囲及びレイアウト等を規定

• データ要件・連携要件
他システムと連携する際のデータ
項目及び連携方式等を規定

• 非機能要件
業務特性等を踏まえ、準拠すべき
非機能要件を規定



消防業務システム標準仕様書群の概要②
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資料名称 資料概要 形式・構成（想定） 公開予定時期

⑤
標準仕様書
【第２版】

⑦
調達仕様書ひな形

実証事業の結果及び関係者の意見を
踏まえ、技術的な要素等を追加

消防本部のシステム調達を支援
するための補助資料

PDF資料/
Excel資料 等
（別紙あり）

Word資料
（別紙あり）

令和６年10月

④
解説文書（消防本部向け）

【第２版】

標準仕様書【第１版】に関して、
利用方法や利用時の留意事項を追加

令和６年４月

⑥
解説文書（消防本部向け）

【第３版】

上記資料⑤の更新内容を
踏まえた要素等を追加







標準仕様（文字要件）の検討状況
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○ システム内で保有、又は他システムと連携するデータの文字セット※1、文字コード※2等を規定。

○ デジタル庁の基幹業務システムの統一・標準化にて定義する文字要件と整合をとる方針で整理を実施。
文字要件の改修に係る工数・工期への影響等についてベンダー各社と継続協議。

氏
名
等※
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シ
ス
テ
ム
内
の
デ
ー
タ

文字セット（文字集合）

氏
名
等
以
外

標
準
業
務

他
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
デ
ー
タ

独
自 MJ+、JIS X 0213:2012

（氏名等）MJ＋
（氏名等以外）MJ+、JIS X 0213:2012

外
部 JIS X 0213:2012

文字コード 文字フォント 文字符号化方式

任意

MJ＋、JIS X 0213:2012の字形を元
に作成したフォント
なお、IPAmj明朝フォント、デジタル
庁が作成するフォントも活用可

本標準仕様の範囲外 UTF-8

UTF-8
又は

UTF-16

●消防業務システム標準仕様書における文字要件（現時点想定）

MJ+※3

MJ+、JIS X 0213:2012

JIS X 
0221:2020

※1：文字セット（文字集合）とは、システム内で使用する文字や記号類を重複することのないように、事前に決めた文字の集まりのこと
※2：文字コードとは、コンピュータで文字を扱うに当たって参考とする、各文字に割り当てられる番号（コード）のこと
※3：MJ＋とは、文字情報基盤の文字セットに、基幹業務システムのその他の文字セットの文字のうち、標準準拠システムに必要な文字としてデジタル庁が指定した文字を加えた文字セッ

トであり、令和５年度末にデジタル庁から公開予定
※4：氏名等は「氏名／旧氏／通称、世帯主の氏名、本籍、筆頭者及び住所／方書」に関する項目のことを指す



標準仕様（非機能要件）の検討状況
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○ 「地方公共団体情報システム非機能要件の標準【第1.1版】」 をベースとし消防業務の特性を踏まえて規定。

○ 災害時を含む24時間365日の稼働等が求められることから、業務継続性を中心に要求レベルの見直しを実施。
継続して、ベンダー各社からのシステム実装上の改修負担等の意見を踏まえて要求レベルの調整を検討。

非機能要件項目 変更内容

●システム再開目標（大規模災害時）
大規模災害が発生した際、どれ位で復旧させるか
の目標。

＜変更前＞ １ヶ月以内に再開

＜変更後＞ １週間以内に再開

変更理由

発災直後に必要となるシステムではないが、１週間
以上のシステム停止は業務に大きな影響を与える
可能性があるためレベルを引き上げる

●運用時間（平日）
業務主管部門等のエンドユーザが情報システム
を主に利用する時間。

＜変更前＞１日８時間程度利用

＜変更後＞ 24時間利用

消防本部の業務特性上、24時間365日稼働が求め
られるためレベルを引き上げる

●運用時間（休日等）
休日等に業務主管部門等のエンドユーザが情報
システムを主に利用する時間。

消防本部の業務特性上、24時間365日稼働が求め
られるためレベルを引き上げる

●システム再開目標（大規模災害時）
情報システムの運用に影響する他システムや外
部システムとの接続の有無に関する項目。

＜変更前＞ 他システムと接続する

＜変更後＞ 外部システムと接続する

消防業務システムで実施する業務において、外部
システムとの連携が行われる可能性があるためレ
ベルを引き上げる

●定期報告会実施頻度
保守に関する定期報告会の開催の要否。 ＜変更前＞ 四半期に１回

＜変更後＞ 半年に１回

消防業務システムの保守に関する報告事項が少な
いためレベルを引き下げる

＜変更前＞１日８時間程度利用

＜変更後＞ 24時間利用

●地方公共団体情報システム非機能要件の標準【第1.1版】からの見直し内容（現時点想定）







【参考】ネットワーク要件詳細

○常時（24時間365日）安定したネットワーク回線が必要であり、その条件を満たすためのネットワークの要件につい
て検討を実施。

12

# 非機能要件 要件 備考

1 可用性 • ネットワーク稼働率は99.9％を目安とすること
• 耐障害性向上のため、各構成要素（機器、回線）は冗長化すること

2 性能・拡張性 • 通信量が増大することを見越して、適当な倍率（例：1.5倍）を設定し、その通信量でも処理できる
こと

• 将来通信量が増大することを見越して、回線を引きなおすことなく、設定変更のみで帯域を変更
できるネットワーク構成（ネットワーク機器および、ネットワーク回線）であることが望ましい

• 性能品質保証の観点から、ネットワーク機器は占有利用であることが望ましい

3 運用・保守性 • 回線およびネットワーク機器が正常に動作しているか運用監視できること
• 回線の計画停止に備えた冗長構成とすること（主系回線と副系回線は別の通信業者を選定する

等、同時に計画停止が発生しないようにすること）
• 機器選定にあたり、EOL/EOSLを事前に調査し、最低5年間故障時の交換部材が

確保できること

4 移行性 • 移行リハーサルを行い、既存利用者に問題がないこと確認すること
• 移行中のトラブルを想定し、体制や対応プランを事前に計画すること

既存接続回線を流
用する場合のみ

5 セキュリティ • ネットワーク機器に対し、最新のセキュリティリスクおよび対策を整理すること
• ネットワーク機器に対し、最新のセキュリティパッチの適応ができること
• ネットワーク機器に対し、アクセス・利用制限をかけること
• ネットワーク機器に対し、ログ保管および不正監視を行うこと

6 環境・エコロジ • 構築・運用に際し、法令、各地方自治体の条例などの制約に対応すること
• ユーザ数、クライアント数、拠点数等システム特性を整理すること
• 機器選定にあたり、環境（エネルギー消費効率、Co2排出量等）に配慮すること





標準化・クラウド活用に係る実証事業の状況

○今年度の実証事業については、令和５年10月から令和６年３月にかけて実施。

○ガバメントクラウド上に業務システムを構築し、非機能面の確認やシステム構築上の懸念点等の洗い出しを実施。

○検証結果を基に、標準仕様書等の関連文書へ更新を行う予定。
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今年度の実証事業スケジュール

関連文書の更新（予定）

試験観点及び試験項目

消防業務システム標準仕様書

消防業務システム標準仕様書に関する解説文書（消防本部向け）

消防業務システム調達仕様書ひな形

更新

更新

更新


